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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社 　コウキ

代表取締役社長　　日髙 博文

（２） 所在地

本社　     　　　　　　〒662-0941　兵庫県西宮市浜脇町6-23

業務部・神戸東灘工場　 〒658-0023　神戸市東灘区深江浜町25

設計部                 〒658-0032　神戸市東灘区向洋町中二丁目9番地1

東北営業所             〒979-1521　福島県双葉郡浪江町大字権現堂字町頭5番地

（３） 環境管理責任者氏名

環境管理責任者  小川千寿　（管理部　部長）　

（４） 事業内容

機械器具設計・製造・設置工事業　及び環境プラント・土壌浄化設備設計据付工事業

（５） 事業の規模

売上高    ２９億円

本　社
業務部・神
戸東灘工場

設計部 東北営業所

10名 20名 4名 6名

176 1,700 81 198

（６） 事業年度 １月～１２月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　コウキ

サイト： 本社　     　　　　　　〒662-0941　兵庫県西宮市浜脇町6-23

対象外： 業務部・神戸東灘工場　 〒658-0023　神戸市東灘区深江浜町25

設計部                 〒658-0032　神戸市東灘区向洋町中二丁目9番地1

東北営業所             〒979-1521　福島県双葉郡浪江町大字権現堂字町頭5番地

活　動： 機械器具設計・製造・設置工事業　及び環境プラント・土壌浄化設備設計据付工事業

延べ床面積(㎡)　　　

従業員数　　　　



神戸東灘工場 設計部 東北営業所



□主な環境負荷の実績

単位 2020年 2021年 2022年

kg-CO2 142,444 176,111 213,732

kg 900.0 900.0 900.0

ｔ 45.4 41.2 65.8

㎥ 373 420 347

※電力の二酸化炭素排出係数：0.351kg-CO2/kWh（2020年度、関西電力、調整後排出係数）

※東北営業所については、0.457kg-CO2/kWh（2020年度、東北電力、調整後排出係数）

□環境目標及びその実績

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 24,849 24,352 29,238 24,104 23,855

基準年比 98.0% 117.7% 97.0% 96.0%

kg-CO2 117 115 112 113 112

基準年比 98.0% 95.7% 97.0% 96.0%

kg-CO2 101,545 99,514 123,567 98,499 97,483

基準年比 98.0% 121.7% 97.0% 96.0%

kg-CO2 49,600 48,608 60,815 48,112 47,616

基準年比 98.0% 122.6% 97.0% 96.0%

kg-CO2
176,111 172,589 213,732 170,828 169,067

ｔ 45.4 44.5 65.8 44.0 43.6

基準年比 98.0% 144.9% 97.0% 96.0%

㎥ 373 366 347 362 358

基準年比 98.0% 93.0% 97.0% 96.0%

※電力の二酸化炭素排出係数：0.351kg-CO2/kWh（2020年度、関西電力、調整後排出係数）

※東北営業所については、0.457kg-CO2/kWh（2020年度、東北電力、調整後排出係数）

※化学物質については、適正管理としている。

※一般廃棄物については、分別の徹底他の行動目標とする。

ガソリンの二酸化炭素
排出量削減

都市ガスの二酸化炭素
排出量削減

※製品の環境性能の向上及びサービスの改善については、無理・無駄・ムラをなくす活動として

いる。

電力の二酸化炭素排出
量削減

二酸化炭素総排出量

2023年
基準値
(2021年)

項　目

　一般廃棄物量排出量

廃棄物排出量

水使用量

2024年2022年

　産業廃棄物排出量

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

上記二酸化炭素排出量合計

軽油の二酸化炭素排出
量削減

水使用量の削減

産業廃棄物の削減



□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 ×

△

○

○

数値目標 〇

〇

数値目標 ×

○

○

○

△

数値目標 ×

○

○

○

△

〇

数値目標 －

○

○

数値目標 ×

△

数値目標 ○

○

○

△

○

○

・エコドライブ遵守

一般廃棄物の削減

・重機使用時の無駄のない　軽油の使用

・空調温度の適正化

軽油による二酸化炭素排出量の削減

・パソコン不使用時の省エネ設定

・古紙のリサイクル化

製品・サービスへの環境配慮

・節水コマ利用

社内で月2回、年間現場案件スケジュールに
つき話し合いを行ない、無理・無駄・ムラを
なくすようにしている。
また、ホームページを改良し、分かりやすく
取扱機器を掲載することにより、発注が増加
する結果となった。

・案件に伴う製作物の増加により、おしなべ
て電気使用量は増加しています。
・来年度も引き続き電力の削減を意識し、業
務に取り組んでいきます。

・タイヤ空気圧の適正維持

・不要時の電源オフ徹底（空調、照明等）

・アイドリングストップ

電力による二酸化炭素排出量の削減

・案件増加に伴う現場対応により、軽油使用
量が増加しています。
・無駄のない燃料の使用に向け、今後も努め
ていきます。

評　価（結果と次年度の取組内容）

都市ガスによる二酸化炭素排出量の削減

・目標達成できている。
・引き続き、ムダな使用を控える。

取り組み計画

・ルート効率化

ガソリンによる二酸化炭素排出量の削減

・案件増加に伴う客先対応により、ガソリン
使用量が増加しています。
・無駄のない燃料の使用に向け、今後も努め
ていきます。

・アイドリングストップ

・エコドライブ遵守

・タイヤ空気圧の適正維持

・ルート効率化

・ムダな使用を抑える

・目標達成できている。
・今後も引き続き節水を心がけます。

・分別の徹底

・製作等が増え、増加する傾向があります
が、無駄がないように今後も徹底します。

産業廃棄物の削減

・検討会議開催

・ホームページの更新

・出し放し厳禁

・分別の徹底

水使用量の削減

・日常的な節水

・ほぼ例年通りの排出状況です。
・今後も分別を徹底します。



□環境関連法規等の遵守状況及び違反訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し

□環境活動の紹介

　　わが社のエコアクションの取組

2023年 9月 1日

代表取締役社長　日髙 博文

振動規制法

特定建設作業

特定建設作業高圧ガス保安法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物

・案件増加、体制変更、移動距離の増加等により、2022年は基準年に比べてCO2の排出量が

増加しています。

・無駄をなくすことだけに注力するのではなくPDCAサイクルを意識し、社員各々が環境に関わ

る会社の一員だという認識をより強く持つことを望みます。

・また、今後はエコアクション21とSDGSをリンクさせ、柔軟に環境問題に取り組んでいきたいと

思います。

・基準年度については、更新の是非を検討します。

・環境経営方針、実施体制については、現状を維持する。

自動車リサイクル法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

営業用乗用車、トラック

高圧ガス保安法 溶接又は熱切断用高圧ガス

振動規制法 特定建設作業高圧ガス保安法

騒音規制法


